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浸水被害対策を推進 !!浸水被害対策を推進 !!
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　近年のゲリラ豪雨や台風などの風水害、浸水被害対策に加え、大規模地震等、自然災害への備えが
市民の安心・安全を守る喫緊の課題です。そこで、私が進めた「士のうステーション」の設置と「移動型
仮設住宅」の提案について報告します。

　 2019年9月に発生したゲリラ豪雨で日野川に近
い日野7丁目付近で浸水被害が発生。翌月の決算特
別委員会で被害と河川改修の状況について市の対応
を質問しました。そこで、豪雨時等に住民が土木事務
所まで行かずに必要に応じて土のうを持ち出すこと
ができる「土のうステーション」の設置を訴えました。
同年11月、日野川御所ケ谷橋付近に3基の設置が完
了。1基で50袋を格納でき、150袋分保管していま
す。
　現在、河川改修工事施工業者の協力を得て土のう
の補充・管理をしていますが、工事完了後に業者が撤退するため運用方法を検討しています。また、土
木事務所と話を進め、移転した敷地内に2基のステーションを設置検討中です。
　今後、自治会・町内会の要望も踏まえ、設置場所や設置後の運用方法などを議論します。

　浸水対策の強化として、昨年12月の市会定例会で移動型の応急仮設住宅を議会で提案。大雨や地 
震により、住宅を失われた場合には、一時的に避難所や仮設住宅での生活を余儀なくされます。避難
所生活は精神的なストレスが大きいため、これまでの建設型応急住宅、 賃貸型応急住宅に加え、ト
レーラーハウスやコンテナを活用した「移動型仮設住宅」も選択肢として供給すべき
と提案し、副市長から「しっかりと研究を進めていく」と答弁を得ましたので、推進して
まいります。

日野川に3基設置日野川に3基設置

移動型仮設住宅を提案移動型仮設住宅を提案

▲1基50袋を格納できる「土のうステーション」



　6月23日から男女共同参画週間が始まりました。公明党は性別に関わ
りなく、その個性と能力を十分に発揮できる社会の実現を目指していま
すが、コロナ禍において「生きづらさ」を抱える女性への支援にも力を入
れています。
　今春、公明党の佐々木さやか議員が国会質問で取り上げた「若い女性
の5人に1人が経済的理由で生理用品の購入に苦労している」との調査
結果は「生理の貧困」として大きな注目を集めました。

「生理の貧困」受け、市内で無料配布「生理の貧困」受け、市内で無料配布

女性の生きづらさ解消へ支援女性の生きづらさ解消へ支援
6月23日～29日は「男女共同参画週間」です
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　公明党市議団は5月の本会議で「女性が抱えている問題を社会で共有し、理解を進めることは重要
であり、SDGs、ジェンダー平等の観点からも横浜市として取り組むべき」と提言。林市長は「経済的に
困窮している女性や学生への対応が必要だと考えており、防災備蓄の有効活用や学校での対応強化
を図るとともに、企業との連携も視野に入れて取り組みを進めていく」と答弁しました。

　様々な事情で生理用品が手に入れられない児童生徒から申し出があった場合、家庭状況や身体の
成長の把握にもつなげられるよう養護教諭が丁寧に対応しています。

　一方、社会課題解決に取り組むオイテル㈱から生理用品の無料配布システム導入の提案を市議団
が受け、当局と協議。このほど、横浜市役所、横浜市立大学、男女共同参画センター横浜北アート
フォーラムあざみ野の3カ所に設置されることが決まりました。
　女性の生理に伴う心や体、経済的な負担の軽減につながることが期待されますが、今後さらに学校
を含め市内公共施設や商業施設への設置拡大を目指して参ります。

民間企業との協働で実現民間企業との協働で実現

市立小中学校での取り組み市立小中学校での取り組み

市会本会議で市長に提言市会本会議で市長に提言
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